
JARA発16～100号  

平成１６年９月３０日 

都道府県協会会長殿 

社団法人  日 本 ボ ー ト 協 会 

                                                                                         理事長    平岡英介 

                                                                                          強化委員長  細田 眞 

 

 

２００５年度ナショナルチーム選考レース 

 

 

 日頃は日本ボート協会強化にご協力いただき誠にありがとうございます。 

 ご承知の通り２００５年には長良川国際レガッタコースにてアジア初の世界選手権が開催されます。日本ボート

協会では北京オリンピックに向けまた、世界選手権に向け強化を推進してまいります。なお、一層のご協力をお

願い申し上げます。 

 地元開催の世界選手権へより多くの選手を派遣すべく本年は例年より多くの選手を選考いたしますのでより多く

の選手に挑戦していただきたくご指導下さい。 

 なお、この要項及び申込用紙を貴所属団体の必要の向へ速やかにご配布下さいますようお願い申しあげます。 

 以下世界選手権へ向けての取り組みと選考システム・選考レースをご案内いたします。 

 

１、2005 年度世界選手権参加種目 

 軽量級 男子  １X ２X※ ２－ ４X ４－※    以上 13 名 

     女子  １X ２X※ ４X           以上７名 

 オープン男子  ２X ４X  ４－ ４＋ ８＋     以上２２名＋COX２名 

     女子  ２X ４X                以上６名 

              合計  男子 ３５名＋COX２名 

                  女子 １３名 

 

※マークはオリンピック軽量級種目・2007 年度重点種目  

   2005・2006 年度は経過の年度の為オリンピック種目＝強化重点種目とは必ずしもならない 

   クルーは強化委員会で行う「強化選考合宿」を通じて決定され、すべてのクルーは強化委員会の

コントロール下に置かれる 
 

２、強化選考合宿・クルーグループ分け 

   2005 年 1 月～3 月に「強化選考合宿」を行う 

   この合宿に参加するには以下のいずれかの条件を満たさなくてはならない 

  ①2004 年度強化指定選手（男子 7名、女子 3名）であった事 

  ②2004 年 12 月天竜漕艇場で行われる高体連強化合宿の推薦選手(男子 5名、女子 5名)である事 

  ③後述する選考レースで選考される事 

 



  強化選考合宿では A グループ 北京へ向けての重点強化クルーグループ 

           B グループ 世界選手権へ向けての強化クルーグループ 

  を選考する 

   A グループ：強化委員会の直接コントロール下におかれ、2005 年度ワールドカップに出場する。 

Bグループ：母体となる水域・団体を決めそこのコーチに強化委員会より指導を委嘱する。原則

としてＢグループは海外遠征ならびに合同での国内強化合宿は行わない。強化練習

を行う場合強化委員会からコーチを派遣することもある。 

  

1 月強化選考合宿参加人数 

 04 年度強化選手       男子 7 名     女子 3 名 

 天竜合宿より推薦者 男子 5 名    女子 5 名 

 選考会選考選手        男子 43 名   女子 16 名 

合計            男子 55 名   女子 24 名     総計 79 名 

 

  ＊COX の選考は別に定める 
 

３、選考レースについて 

  あらかじめ強化委員会で指定したレースで１X のタイムレースを行う 

指定選考レース（人数はそのレースにおける選考人数） 

 長沼ローイングマラソン大会 10 月 24 日（日）   

男子 3 名(軽量 1 名以上含) 女子 2 名(軽量 1 名以上含) 

 瀬田川ヘッドレース     11 月 13 日（日）    

男子 10 名(軽量 3 名以上含) 女子 2 名(軽量 1 名以上含) 

 戸田 1 回目         11 月 24 日（水） 

        男子 15 名(軽量 5 名以上含) 女子 6 名(軽量 3 名以上含) 

 戸田 2 回目         12 月 11 日（土）      

男子 15 名(軽量 5 名以上含) 女子 6 名(軽量 3 名以上含) 

 ＊軽量級体重   男子 ７５ｋｇ   女子６１ｋｇ 

＊戸田の各回で参加希望者が男子 120 名・女子 40 名を越えた場合、参加希望者の多い団体及びレー

ス実績を考慮し、参加数の調整を行う事がある 

＊一度強化選考合宿への参加資格を得た選手は以降のレースに参加できるが選考選手の対象から除

く 
 

４、参加申込 

  ＜長沼ローイングマラソン大会＞   

    宮城県ボート協会ホームページよりお申込下さい 
      http://www1.vecceed.ne.jp/~mra/ 

 

  ＜瀬田川ヘッドレース＞ 

    瀬田漕艇倶楽部ホームページよりお申込下さい 

      http://www.setarc.jp/ 



 

  ＜戸田 1 回目 2 回目＞ 

①大 会 名 称   ２００５年度ナショナルチーム選考レース 

    ②目     的  ２００5年度ナショナルチーム選手選考のため 

    ③主     催  社団法人 日本ボート協会   強化委員会              

    ④会     期  1回目 平成１６年１１月２４日（水） 

                2回目 平成１６年１２月１１日（土）                                   

     ⑤会     場    戸田ボートコース                                       

    ⑥種目及び出漕料 

   男子種目   

男子種目 距離 出漕料 

軽量級１X ６，０００ｍ ￥１，０００

オープン１X ６，０００ｍ ￥１，０００

 

女子種目   

女子種目 距離 出漕料 

軽量級１X ６，０００ｍ ￥１，０００

オープン１X ６，０００ｍ ￥１，０００

 

    ⑦レーススケジュール 受付  ：  ７：００～  ８：００  （受付時間厳守の事） 

                   レース ：  ９：００～１２：００ 

                         

        ⑧参 加 資 格   (1)日本国籍を有し、各都道府県協会に登録された団体の構成員で、平成16年度の選

手登録がなされている者。 

                    (2)軽量級の体重制限は次の通りとする 

                                      ・男子75㎏以下    

・女子61㎏以下   

 

    ⑨競 漕 方 法     １５００ｍの周回コース（２周）とする 

⑩使  用  艇      自艇とする。                 

⑪出漕申込方法及び申込期限 

(1) 別添の申込用紙に必要事項を洩れなく記載し、郵送またはファクシミリで 

1回目：11月12日（金）  

2回目：12月３日（金）までに下記宛申し込むこと。 

(2) 〒150-8050  東京都渋谷区神南1-1-1 岸記念体育会館内   

社団法人 日本ボート協会 

TEL：03-3481-2326  FAX：03-3481-2327   

ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ：jara@japan-sports.or.jp 

(3) 出漕料 ： １，０００円 （レース当日、受付に持参すること） 

(4) 申込は申込期限までに必着のこと。期限日以降の申込はレース運営上受理出

来ないことがある。 



 

⑫組合わせ方法     組合わせおよび出漕番号については主催者が決定し受付時に連絡する。 

                   なお、レース運営に必要なため、各自のエルゴメータースコアー（2000ｍ）またはシン

グルスカルでのタイム（2000ｍ）及び主な戦績（ＦＩＳＡまたはＪＡＲＡ主催2000ｍ）をフ

ォームに記入のこと。 

 

⑬そ の 他              (1)体 重 計 量： 当日受付時に計量を行う。 

(2)レーンナンバー： レーンナンバープレートは主催者が用意し受付時に配布する。 

(3)問い合わせ  ： 文書（ファクシミリまたＪＡＲＡメールｱﾄﾞﾚｽ）にて受け付ける。 

 

   

５、選考後の簡易スケジュール 

  1～3 月        強化選考合宿（戸田） 

        4 月          強化合宿 強化練習 

  6 月          重点種目ワールドカップ派遣 

  8 月          強化合宿 強化練習 

  8 月 28 日～9 月 4 日  世界選手権派遣 
 

６、選手の費用負担について 

  強化選考合宿・強化合宿・海外派遣には選手に協会規定及び強化委員会で制定した応分の費用負

担を求める。 

   A グループ：国内外既定の負担金以外は強化委員会で経費を負担する。被服費は一部を補助する。 

   B グループ：合宿費・交通費・被服費その他経費は原則本人負担とする 
 

以 上 


